
細別 規 　格   ・　算　出　式 単位 当初数量 変更数量 数量増減 適　用

＊＊＊本工事費＊＊＊

橋梁修繕

構造物撤去工

既設舗装版撤去

舗装版切断 アスファルト舗装版　ｔ=15cm以下　センター　L=10.5ｍ ｍ 11

舗装版破砕 アスファルト舗装版　t=10cm以下　A=102.8m2 m2 100

殻運搬 舗装版破砕　DID区間なし　6.5km以下　V=7.2m3 m3 7

処分費

殻処分 Ａｓ掘削廃材　W=16.6ｔ ｔ 17

床版補修工

上面補修工

コンクリートはつり 床板部　ｔ=5cm　A=21.99m2 m2 22

コンクリート打設 27-8-25Ｈ(W/C=55%以下)　　V=1.1m3 m3 1

プライマー塗布 床版上面　１橋当り延べ施工量２２ｍ２ 橋 1

断面修復工(左官工法) 鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理あり 橋 1

人力積込 コンクリート殻　V=1.1（はつり）+0.35（地覆・地覆外）=1.5m3 m3 2

殻運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋･鉄筋)構造物とりこわし m3 2

工　事　数　量　総　括　表
工事名

事業区分
業務区分

橋梁修繕
橋梁修繕

　　平成29年度　新和田トンネル有料道路　橋梁修繕工事　　　下諏訪町　深沢橋

費目・工種・種別



細別 規 　格   ・　算　出　式 単位 当初数量 変更数量 数量増減 適　用

工　事　数　量　総　括　表
工事名

事業区分
業務区分

橋梁修繕
橋梁修繕

　　平成29年度　新和田トンネル有料道路　橋梁修繕工事　　　下諏訪町　深沢橋

費目・工種・種別

処分費

殻処分 Ｃｏ無筋　W=1.5*2.35=3.5ｔ ｔ 4

橋面防水工
成形目地

橋面防水 塗膜系防水 補修　　A=110.8m2 m2 111 100*80.7/110.8=72.8(100m2)

成形目地50mm*5mm(t)・導水パイプ含む 導水パイプ

100*33.7/110.8=30.4(100m2)

スラブドレーン 本 2

フレキシブルチューブ φ２５　L=1.8*2=3.6ｍ ｍ 4

表面保護工(床版) ケイ酸ナトリウム系含浸材　 A=105.2m2 m2 105 300g/m2

表面保護工(地覆) シラン系含浸材　A=18.7m2 m2 19

排水管撤去・設置 本 1

伸縮装置工

伸縮装置設置 （A1・A2）　 ｍ 15.9

伸縮装置設置 (縦目地用) ｍ 14.6

殻運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋･鉄筋)構造物とりこわし　V=2.39（伸縮）+0.11（伸縮下）=2.5m3 m3 3

現場発生品運搬 回 1

処分費

殻処分 2.5*2.35=5.9t ｔ 6

処分費 鉄くず　既設伸縮装置　W=（59.1*15.9+61.7*14.6）/1.8≒1.0ｔ<想定> ｔ 1



細別 規 　格   ・　算　出　式 単位 当初数量 変更数量 数量増減 適　用

工　事　数　量　総　括　表
工事名

事業区分
業務区分

橋梁修繕
橋梁修繕

　　平成29年度　新和田トンネル有料道路　橋梁修繕工事　　　下諏訪町　深沢橋

費目・工種・種別

アスファルト舗装工

表層（車道・路肩部） ポリマーⅢ型-W　密粒20F　A=105.2m2 m2 105

床版下面増厚工

スーパーホゼン工法

樹脂導入路設置工 カッター工　ｔ=7～8mm 300間隔　L=189.9ｍ ｍ 190 発動発電機2kVA

下地処理工 サンダーケレン　A=54.9m2 m2 55 発動発電機2kVA

網鉄筋取付工 D6 100mm*100mm m2 55

アンカー打設工 テーパー付Ｔ型アンカー　φ8*60mm 本 760 発動発電機2kVA

樹脂注入器具打設工 テーパー付Ｔ型アンカー　φ8*60mm 本 360 発動発電機2kVA

防錆剤塗布工 プライマー m2 55

ホゼン材#10吹付工 m2 55

ひび割れ注入 超低粘度エポキシ樹脂 m2 55

表面仕上げ ホゼンコート材#１塗布 m2 55

舗装工

取付部舗装撤去工

舗装版切断 アスファルト舗装版　ｔ=15cm以下　L=25.0m ｍ 25

舗装版破砕 アスファルト舗装版　t=10cm以下　A=20.7m2 m2 21

殻運搬 舗装版破砕　DID区間なし　6.5km以下　V=1.0m3 m3 1



細別 規 　格   ・　算　出　式 単位 当初数量 変更数量 数量増減 適　用

工　事　数　量　総　括　表
工事名

事業区分
業務区分

橋梁修繕
橋梁修繕

　　平成29年度　新和田トンネル有料道路　橋梁修繕工事　　　下諏訪町　深沢橋

費目・工種・種別

処分費

殻処分 Ａｓ掘削廃材　W=2.4ｔ ｔ 2

アスファルト舗装工

表層（車道・路肩部） 取付部舗装　再生密粒度20F　ｔ＝6cm　A=22.1m2 m2 22

区画線工

ペイント式区画線 中央線　Ｗ＝30cm　黄色 ｍ 14

ペイント式区画線 外側線　Ｗ＝15cm　白色 ｍ 28

色替え作業 白色　⇔　黄色 式 １

仮設工

任意仮設工

足場工 式 1

吊り足場 m2 89

朝顔 m2 89

板張防護工 m2 89

シート張防護工 m2 89

交通管理工 式 1

交通誘導警備員 交通誘導警備員Ａ　昼間勤務　交代要員あり 人・日 19

交通誘導警備員 交通誘導警備員Ｂ　昼間勤務　交代要員あり 人・日 32



第２章　橋梁補修工数量計算
§１．橋面工補修工数量

1）数量集計

早強ｺﾝｸﾘｰﾄ 27N/mm
2

m
3

1.1

ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理 ハツリ面接着剤 m
2

22.0

t断面修復工
(床版上面t=50)

ハツリ t=50mm m
3

1.1 床版部

処分

ケイ酸ナトリウム系表面含浸材 m
2

105.2

4.8

γ＝2.35t/m
3

排水パイプ

24-8-25-BB m
3

0.1

ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理 ハツリ面接着剤

2.6

橋面舗装補修工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

本

m
2

2

伸縮撤去・据付に含む

箇所

0.3

0.1

γ＝2.35t/m
3

t

平均t=7cm

体積 m
3

7

γ=2.3t/m
3

車道面積 m
2

103

16.6

105.2車道舗装t=7cm（平均）

2

33.7

本

110.8

数　量

舗装剥ぎ取り
(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装)

ハツリ

一般

処分

m

コンクリート

2

含浸材塗布

備　考項　目 規　格 単位

塗膜系 m
2

処分 t

m
2

スラブドレーン 既設橋取付タイプ

排水管削孔 φ30

φ15

防水層

導水パイプ

PEﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞφ25×1.8m

       t=5mm，幅=50mm

排水パイプ

断面修復工
(t=200)

m 80.7

0.3

型枠

成形目地

橋面防水工

断面修復工
(t=50)

ハツリ t=50mm m
3

0.2 地覆部

処分 γ＝2.35t/m
3

t 0.6

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 左官工法 m
3

0.2

m
3

m
2

t=200mm

ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理 ハツリ面接着剤 m
2

 表面保護工
下地処理 ケレン m

2
14

0.6

含浸材塗布 シラン系表面含浸材 m
2

床版削孔 φ100×50＋φ50×120 箇所 2

18.7

6



2）舗装補修工（橋面）

・ 舗装剥ぎ取り

面積 旧　橋 拡幅橋

A ＝ × ＋ × ＝ m
2

体積 平均厚 m

V ＝ × ＝ m
3

重量 t/m
3

W ＝ × ＝ t

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

舗装面積 旧　橋 拡幅橋

A ＝ × ＋ × ＝ m
2

項　目 規　格 単位 数　量 備　考

鉄筋コンクリート m
3

0.005

7.13 10.52 2.07 14.57

0.07 102.81

SUS304TP kg

7.07 10.42

7.20

m
3

0.003

7.20 16.56

14.572.00

HDZ55

モルタル

亜鉛メッキ kg 0.2

鋼材

排水管取替え工

γ＝2.35t/m
3

処分

構造物取壊し

t 0.01

kgSUS304 1

2.30

13

102.81

105.17

RBφ13

7



3）橋面防水工

・ 防水層

面積 舗装面積 成形目地 端部立ち上げ

A ＝ ＋ × ＝ m
2

・ 成形目地

延長 延長方向

L ＝ ＋ ＋ × ＋

舗装端部

＋ × ＋ × ＝ m

・ 導水パイプ

延長

L ＝ ＋ ＋ ＝ m33.6712.83

80.69

210.82

0.07105.17

80.69

10.49

2

2

2.20 2

110.82

14.57

7.66

10.3910.45

10.52

センター

8



・ スラブドレーン

本数

N ＝ ＝ 本

・ 排水管削孔（導水パイプ取付）

箇所

N ＝ ＝ 箇所

・ 含浸材塗布 (ケイ酸ナトリウム系)

面積

A ＝ （舗装面積） ＝ m
2

4）断面修復工 （床版上面t=50mm）

・ 平面積 H26工事はつり面積 想定補修面積30％

A ＝ （ － ） × ＝ m
2

・ ハツリ （ハツリ厚 t=0.05m）

V ＝ × ＝ m
3

・ 処分

W ＝ × ＝ ｔ

・ 断面修復材 （早強コンクリート）

V ＝ (ハツリ体積) ＝ m
3

・ プライマー処理

A ＝ (平面積) ＝ m
221.99

0.3

ハツリ体積 単位重量

1.100 2.35 2.585

1.100

102.81 29.50 21.99

21.99 0.05 1.100

2

2

105.17

9



5）断面修復工 （t=50mm） 地覆の上

・ 平面積

A ＝ × ＝ m
2

・ ハツリ （ハツリ厚 t=0.05m）

V ＝ × ＝ m
3

・ 処分

W ＝ × ＝ ｔ

・ 断面修復材 （ポリマーセメントモルタル）

V ＝ (ハツリ体積) ＝ m
3

・ プライマー処理

A ＝ (平面積) ＝ m
2

6）断面修復工 （t=200mm） 伸縮の下(縦・横伸縮交わり無個所現在劣化している所)

・ 平面積

A ＝ × ＝ m
2

・ ハツリ （ハツリ厚 t=0.20m）

V ＝ × ＝ m
3

・ 処分

W ＝ × ＝ ｔ

・ 断面修復材 （コンクリート）

V ＝ × ＋ × × ＝ m
3

・ 型枠面積

A ＝ ＋ × ＝ m
2

・ プライマー処理

A ＝ (平面積) ＝ m
2

0.56

0.42

4.80

0.564

4.80

0.240

11.42

0.09

0.05

ハツリ体積

2.35

0.56 0.20

0.40 1.40

0.56

0.32

( 0.14 

0.11

( 0.14 0.09 ) 

取壊し体積

0.11

単位重量

0.240

0.240

2.35

単位重量

0.32 ) 1.400.08 0.06

4.80

0.26

1.40

10



7）表面保護工（地覆外側面は含まず） (シラン系含浸材)

・ 表面積

左側地覆 1 ) （ ＋ ） × ＝

歩車道境界 2 ) （ ＋ ＋ ） × ＝

＝ m
2

・ 下地処理

A ＝ － ＝ m
2

8）排水管取り替え工

・ 鋼重 kg/m

PIPE φ114.3(SUS) × × ＝

RB φ13(SUS) × × ＝

RB φ9(SUS) × × ＝

＝ kg

・ 既設コンクリート取り壊し

π 2

1 ) × × × ＝

2 ) × × × ＝

3 ) × × × ＝

＝ m
3

・ 処分

W ＝ × ＝ ｔ

・ モルタル体積

取り壊し π 2

V ＝ － × × × ＝ m
3

13.93

断面修復工(t=50)

18.73 4.80

6.170.42 0.12

0.25 0.30 15.700.25

11.42

0.01

0.004

1.04

3.142

ΣA 18.73

11.0

0.03 0.001

0.211/4

12.56

取壊し体積 単位重量

0.005 2.35

0.11

1

ΣW 13.7

13.2

0.2

0.499 4 0.3

0.005 0.003

1/4 3.142

0.00030.03 0.03

ΣV 0.005

0.23

1.200

0.210.15

30.10

0.10 1

20.102

0.130

11



§２．伸縮装置補修工数量

1）数量集計

・数量合計

A1 A2 縦目地

積雪地用伸縮装置 L ＝ ＋ ＝ m

縦目地用伸縮装置 L ＝ ＝ m

後打ちコンクリート V ＝ ＋ ＋ ＝ m
3

アンカー筋 W ＝ ＋ ＋ ＝ kg

コンクリートアンカー N ＝ ＋ ＋ ＝ 本

構造物取壊し V ＝ ＋ ＋ ＝ m
3

処分 W ＝ ＋ ＋ ＝ ｔ

伸 縮 金 物

1.62

2.39

7.98

14.58 14.58

1.53 2.47 5.62

規　格 単位 数　量 備　考

積雪地用ﾌﾞﾛﾌｼﾞｮｲﾝﾄ
SW型-20用 m 15.9

縦目地用ﾌﾞﾛﾌｼﾞｮｲﾝﾄ
NⅡ型-20用 m 14.6

27-8-25-H m
3

2.0

SD345　D16 kg 83

D16用 本 552

鉄筋コンクリート m
3

2

γ＝2.35t/m
3

t 5.6

項　目

伸縮装置設置工

伸縮装置撤去工

後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ

アンカー筋

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ

構造物取壊し

処分

156

0.69 0.65 1.05

156

7.93

240

15.91

0.588 0.584 0.866 2.038

25.6

552

25.6 31.9 83.1

12



2） 数量計算

1.伸縮装置（ CR + SS400 ）

　　A1　　ブロフジョイントSW型－20用 (積雪地用)　   L =  7.978 m

　　A2　　ブロフジョイントSW型－20用 (積雪地用)　   L =  7.930 m

　縦目地  ブロフジョイントNⅡ型－20用 (縦目地用)　   L = 14.575 m

2.後打コンクリート

　  A1  V = 7.978 × 0.320 × ( 0.110 + 0.110 ) / 2 

　 + 7.978 × 0.350 × ( 0.110 + 0.110 ) / 2 

   = 0.588 m^3

　  A2  V = 7.930 × 0.320 × ( 0.110 + 0.110 ) / 2 

　 + 7.930 × 0.350 × ( 0.110 + 0.110 ) / 2 

   = 0.584 m^3

　縦目地  V = 14.575 × 0.330 × ( 0.090 + 0.090 ) / 2 

　 + 14.575 × 0.330 × ( 0.090 + 0.090 ) / 2 

   = 0.866 m^3

3.アンカー筋（ SD345 ）

　上部工側   A1 　D16 × 105　　　n = 78 本

　　W = 1.560 × 0.105 × 78 = 12.8 kg

　下部工側   A1 　D16 × 105　　　n = 78 本

　　W = 1.560 × 0.105 × 78 = 12.8 kg

A1小計     W = 12.8 + 12.8 = 25.6 kg

　上部工側   A2 　D16 × 105　　　n = 78 本

　　W = 1.560 × 0.105 × 78 = 12.8 kg

　下部工側   A2 　D16 × 105　　　n = 78 本

　　W = 1.560 × 0.105 × 78 = 12.8 kg

A2小計     W = 12.8 + 12.8 = 25.6 kg

　縦目地   　D16 × 85　　　n = 240 本

　　W = 1.560 × 0.085 × 240 = 31.9 kg

4．コンクリートアンカー　（ ＳＳ４００ 相当品 ）

　　A1　　Ｄ１６用  ×　156 本　　

　　A2　　Ｄ１６用  ×　156 本　　

　縦目地　Ｄ１６用  ×　240 本　　

13



5.コンクリート取壊し

　  A1  V = 0.89 × 7.07 × 0.11 ＝ 0.69 m
3

　  A2  V = 0.84 × 7.07 × 0.11 ＝ 0.65 m
3

　縦目地  V = 0.80 × 14.57 × 0.09 ＝ 1.05 m
3

6.コンクリート処分

　  A1  W = 0.69 × 2.35 ＝ 1.62 t

　  A2  W = 0.65 × 2.35 ＝ 1.53 t

　縦目地  W = 1.05 × 2.35 ＝ 2.47 t

14



§３．橋体工補修工数量

1）数量集計

106.1

106.1

106.1

106.1

m
2

m
2

m
2

m
2

素地調整

下塗り塗装

中塗り塗装

上塗り塗装

1種ケレン

弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

弱溶剤形ふっ素樹脂

〃

エポキシ樹脂

垂直補剛材
補修工

樹脂注入 m
3

0.002

既設材撤去 F9T　W3/4 組 3

鋼板孔明 22.5φ 孔 7

塗装 現場塗装 m
2

0.1

ボルト S10T　M20 組 7
L=60　4組
L=50　3組

下地処理 ケレン m
2

0.1

鋼材 SS400 kg 9

106.1

 支承補修工

支承の若返り工法
（金属溶射）

鋼桁補修工

現場塗装 Rc-Ｉ塗装系 m
2

ボルト設置 F10T　M22 本

ボルト締め直し F10T　M22 本 2 ゆるみ箇所

kg

m

2

0.1

162

39.0

10

断面修復工

ハツリ

カッター延長

t=50mm

処分

m
3

t

シラン系表面含浸材 m
2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理

0.1

m
2

0.1

項　目 規　格 単位 数　量

γ＝2.35t/m
3

ハツリ面接着剤 m
2

1.5

コンクリート

 表面保護工
下地処理 ケレン

ハツリ面接着剤

m
3

備　考

一般 m
2

2.6

カッター延長

防食工

m
2

35

t=10mm

含浸材塗布

脱落箇所

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 左官工法

0.5

型枠

t=10mm m 10

24-8-25-BB m
3

0.2

処分 γ＝2.35t/m
3

t 0.4

床版打替え工

ハツリ t=160mm m
3

0.2

ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理
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3）断面修復工 （t=50mm）

・ 施工形状

床版下面［t=50］ (m)

地覆外側面［t=50］ (m)

・ ハツリ （ハツリ厚 t=0.05m）

V ＝ × ＋ × ＝ m
3

・ 処分

W ＝ × ＝ ｔ

・ 断面修復材 （ポリマーセメントモルタル）

V ＝ (ハツリ体積) ＝ m
3

ΣW･L ハツリ厚

1.19 0.05

0.50 0.40

0.50 0.40

ハツリ体積 単位重量

ΣW･L

Σ 1.19

0.20

0.50

0.50

0.60

1.20

19 0.30 0.40 0.12

17 0.20

18 0.30 0.30 0.09

15 0.20 0.20 0.04

16

14 0.40 0.40 0.16

0.06

0.20

0.20

0.80 0.20

0.04

0.507

0.30

0.20

0.25

2.35 0.1410.060

0.060

ハツリ厚

No. W L

11

13

12 0.40 0.40

0.20

1 0.30 0.06

0.20 0.24

0.060

3

0.42

5

2

No. W L W・L

W・L

4 0.70

6

Σ

0.20 0.10

0.20

1.17

0.16

0.06

0.16

0.30
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・ カッター延長

床版下面［t=50］

1 ) × ＋ × ＝

2 ) × ＋ × ＝

3 ) × ＋ × ＝

4 ) × ＋ × ＝

5 ) × ＋ × ＝

6 ) × ＋ × ＝

7 ) × ＋ × ＝

＝ m

地覆外側面［t=50］

11 ) × ＋ × ＝

12 ) × ＋ × ＝

13 ) × ＋ × ＝

14 ) × ＋ × ＝

15 ) × ＋ × ＝

16 ) × ＋ × ＝

17 ) × ＋ × ＝

18 ) × ＋ × ＝

19 ) × ＋ × ＝

＝ m

カッター延長合計

＝ ＋ ＝ m

・ プライマー処理

A ＝ ＋ ×

＋ ＋ × ＝ m
2

ΣL 9.50 9.50

1.20

2 1.10

0.300.30 2 2

0.30 1 0.40

ハツリ厚

0.50 1 0.40 2

ΣL1 10.10

0.50 1 1.00

9.50 0.05

ΣW･L

1.30

0.50 1 0.40 2 1.30

0.40 1 0.40 2 1.20

0.20 2 0.20 1 0.60

1 0.80

0.20 2 0.30 2 1.00

0.40 1 0.40

1 0.20

1

0.70

2 0.800.20 2 0.20

0.80

0.702

0.20

0.30

0.50

2

2

0.60

1.20

0.20

9.50

2

1 1.00

1

0.30

2

1.00

0.48

0.50 1.40

2 0.20 1

ΣL2

2.60

2.60

2 20.20

カッター延長

Ｗ Ｌ
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§4．床版補修工数量

1）数量集計

数　量

54.9

備　考項　目

ホゼン材＃10
吹付工

規　格

床版下面増厚工

ひび割れ注入工

m

m
2

単位

m
2

超低粘度ｴﾎﾟｷｼ樹脂

サンダーケレン

190

54.9

m
2

本

下地処理工

アンカー打設工

表面仕上げ工
ホゼン材＃1塗布

(ｺｰﾄ材)

760

54.9

ﾃｰﾊﾟｰ付きT型ｱﾝｶｰ
ﾈｼﾞ式(φ8×60mm)

ﾌﾟﾗｲﾏｰ

樹脂注入器具
打設工 本

m
2

360

防錆材塗布工

54.9t=18mm

ﾃｰﾊﾟｰ付きT型ｱﾝｶｰ
(φ8×60Lmm)

m
2

55

54.9網鉄筋取付工 D6×100mm，D6×100mm m
2

カッター工（深さ7～8mm）
樹脂導入路

設置工
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2)数量計算
種　　別：床版下面増厚工
ブロック：床版補修工
区　　分：（A1-A2径間）

細別／規格 算　　　式　／　　図 数 　量

樹脂導入路設置工
中間床版 幅    　B=2.600m

①　L1= (5.240＋6.310）/2×9(行/区間)×1区間 = 51.98 m
②　L2= (5.310＋4.240）/2×9(行/区間)×1区間 = 42.98 m
③　L3= (5.120＋5.200）/2×9(行/区間)×1区間 = 46.44 m
④　L4= (5.350＋5.430）/2×9(行/区間)×1区間 = 48.51 m

ΣL＝51.98＋42.98＋46.44＋48.51＝189.91 m 189.9 m
下地処理工
サンダーケレン ①　A1= （5.240＋6.310）/2×2.600×1区間 = 15.02 m2

②　A2= （5.310＋4.240）/2×2.600×1区間 = 12.42 m2
③　A3= （5.120＋5.200）/2×2.600×1区間 = 13.42 m2
④　A4= （5.350＋5.430）/2×2.600×1区間 = 14.01 m2

ΣA＝15.02＋12.42＋13.42＋14.01＝54.87 m2 54.9 m
2

網鉄筋取付工
①　A1= （5.240＋6.310）/2×2.600×1区間 = 15.02 m2
②　A2= （5.310＋4.240）/2×2.600×1区間 = 12.42 m2
③　A3= （5.120＋5.200）/2×2.600×1区間 = 13.42 m2
④　A4= （5.350＋5.430）/2×2.600×1区間 = 14.01 m2

ΣA＝15.02＋12.42＋13.42＋14.01＝54.87 m2 54.9 m
2

アンカー打設工
①　n1= （5.240＋6.310）/2 /0.300(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 21 本
　　N1=  21本×10列×1区間 = 210 本

②　n2= （5.310＋4.240）/2 /0.300(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 17 本
　　N2=  17本× 10列×1区間 = 170 本

③　n3= （5.120＋5.200）/2 /0.300(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 19 本
　　N3=  19本× 10列×1区間 = 190 本

④　n4= （5.350＋5.430）/2 /0.300(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 18 本
　　N4=  19本× 10列×1区間 = 190 本

ΣN＝210＋170＋190＋190＝760本 760 本

①　n1= （5.240＋6.310）/2 /0.600(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 11 本
N1 =　11本×4(列／区間)×1区間= 44 本
N1'=　11本×5(列／区間)×1区間= 55 本

②　n2= （5.310＋4.240）/2 /0.600(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 9 本
N2 =　9本×4(列／区間)×1区間= 36 本
N2'=　9本×5(列／区間)×1区間= 45 本

③　n3= （5.120＋5.200）/2 /0.600(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 10 本
N3 =　10本×4(列／区間)×1区間= 40 本
N3'=　10本×5(列／区間)×1区間= 50 本

④　n4= （5.350＋5.430）/2 /0.600(ﾋﾟｯﾁ)＋1 = 10 本
N4 =　10本×4(列／区間)×1区間= 40 本
N4'=　10本×5(列／区間)×1区間= 50 本

360 本ΣN＝44＋55＋36＋45＋40＋50＋40＋50＝360本

カッター工
（深さ7～8mm）

D6×100mm，
D6×100mm

ﾃｰﾊﾟ-付きT型ｱﾝｶｰ
ﾈｼﾞ式
(φ8×60mm)

樹脂注入器具
打設工
ﾃｰﾊﾟｰ付きT型
(φ8×60Lmm)
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細別／規格 算　　　式　／　　図 数 　量

防錆材塗布工
ﾌﾟﾗｲﾏｰ

①　A1= （5.240＋6.310）/2×2.600×1区間 = 15.02 m2
②　A2= （5.310＋4.240）/2×2.600×1区間 = 12.42 m2
③　A3= （5.120＋5.200）/2×2.600×1区間 = 13.42 m2
④　A4= （5.350＋5.430）/2×2.600×1区間 = 14.01 m2

ΣA＝15.02＋12.42＋13.42＋14.01＝54.87 m2 54.9 m
2

t=18mm ①　A1= （5.240＋6.310）/2×2.600×1区間 = 15.02 m2
②　A2= （5.310＋4.240）/2×2.600×1区間 = 12.42 m2
③　A3= （5.120＋5.200）/2×2.600×1区間 = 13.42 m2
④　A4= （5.350＋5.430）/2×2.600×1区間 = 14.01 m2

ΣA＝15.02＋12.42＋13.42＋14.01＝54.87 m2 54.9 m
2

ひび割れ注入工

①　A1= （5.240＋6.310）/2×2.600×1区間 = 15.02 m2
②　A2= （5.310＋4.240）/2×2.600×1区間 = 12.42 m2
③　A3= （5.120＋5.200）/2×2.600×1区間 = 13.42 m2
④　A4= （5.350＋5.430）/2×2.600×1区間 = 14.01 m2

ΣA＝15.02＋12.42＋13.42＋14.01＝54.87 m2 54.9 m
2

表面仕上げ工

ホゼン材＃1塗布 ①　A1= （5.240＋6.310）/2×2.600×1区間 = 15.02 m2
(ｺｰﾄ材) ②　A2= （5.310＋4.240）/2×2.600×1区間 = 12.42 m2

③　A3= （5.120＋5.200）/2×2.600×1区間 = 13.42 m2
④　A4= （5.350＋5.430）/2×2.600×1区間 = 14.01 m2

ΣA＝15.02＋12.42＋13.42＋14.01＝54.87 m2 54.9 m
2

ホゼン材＃10
吹付工

超低粘度ｴﾎﾟｷｼ
樹脂
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§6．取付部補修工数量

1）数量集計

2）舗装補修工

・ 舗装切断

延長

＝ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋ ＋ ＝ m6.69 1.77 2.84 1.00

舗装補修工

カッター延長 t=10mm m 25

22.1

舗装剥ぎ取り
(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装)

面積 m
2

21

体積 m
3

1

処分 t 2.4 γ=2.3t/m
3

24.98

舗装厚60mm m
2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

L 7.15 1.69 2.84

項　目 規　格 単位 数　量 備　考

1.00
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・ 舗装剥ぎ取り

面積 Ａ１側 Ａ２側

＝ ＋ ＝ m
2

体積 厚さ m

＝ × ＝ m
3

重量 t/m
3

＝ × ＝ t

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

舗装面積 Ａ１側 Ａ２側

＝ ＋ ＝ m
211.3 10.8

2.30

22.1

1.04 2.39

0.05 20.7 1.04

10.5

V

W

A

A 10.2 20.7
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